産業廃棄物処理業「技術職種/技術の全般管理職務」


【概要】
技術部門としての課題を把握し、課題に対する方針、人員配置、研究・開発等の適切な計画を立案、その実施のための指示および進捗管理を行う職務。

【仕事の内容】

技術部門を統括し、そこに関わるすべての経営的な資源を的確に配分しながら経営目標に基づいた部門の達成すべき成果を確認し、それを達成するための業務課題を明確にした上で、部門活動を進めていくための計画を立て、達成管理していく仕事である。業界の動向や自社の位置付け等を理解した上で課題を設定し問題を解決するための能力が求められる。また実務者においては、対象となる廃棄物に関する高い専門知識はもちろん付随する分野に関する知識も求められる。
【求められる知識・経験】

（１）処理・処分の技術動向について、早期に察知するための情報収集や人的ネットワークを有している。
（２）受入れにあたっての自社基準、また廃棄物が基準を満たしているかどうか検査するために必要な知識が求められる。
（３）技術部門の資源と人員を管理し、目標を達成していくための組織管理のための知識が求められる。

（４）廃棄物の分析や処理に関わる工学的な知識全般が必要とされる。

【関連する資格・検定等】

・産業廃棄物中間処理施設技術管理者［実施機関：財団法人日本環境衛生センター］

・環境計量士［国家資格：経済産業省、実施機関：各実施県の経済産業局］

・技術士　環境部門［国家資格：文部科学省、実施機関：(社)日本技術士会］

【平成１１年改定・労働省職業分類（小分類）との対応】

　　　071　その他の技術者（071-99 廃棄物処理施設技術管理者）

